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AEXUS（Advanced EXtensible Utility for Sheet_form) ver1.2.0 

リリースノート 
 

このリリースノートは、AEXUS ver1.2.0 導入についての注意事項などについて記載しています。 

AEXUSをご利用の際は必ず目を通していただくようお願いいたします。 

 

また、これらの内容はユーザのフィードバックを受けて更新されることがありますので、随時最新情

報をご確認ください（最新情報はhttp://www.medical-domain.com/でご確認いただけます）。 

 

1. 導入についての注意 
■動作環境 

・Windows 2000 Professional 

Windows XP Professional/HOME Edition(32bit版のみ) 

Windows Vista Home Basic/Home Premium/Business/Enterprise/Ultimate (32bit、64bit版両対応) 

Windows 7 Home Premium/Professional/Enterprise/Ultimate(32bit、64bit版両対応) 

 

・Microsoft .NET Framework 2.0以上(インストールされていない場合はネットワーク経由でインスト

ールが可能です) 

 

・データベースの関連付けを利用する場合はWOLFがインストールされている必要があります。 

無料版WOLF ver1.0.0以上、有料版WOLF ver2.0.0以上、WOLF-V2.0.4.1以上をご利用ください。 

 

■注意事項 

・帳票テンプレートについて 

WOLFでは紹介状や意見書、訪問看護指示書などあらかじめ用意された帳票がありますが、AEXUSでは

ご自身で帳票の素材を用意し、テンプレートを作成していただく必要があります。 

テンプレートは帳票の素材を用意いただければ簡単に作成できます。 

 

WOLFの帳票作成機能追加ソフト「AEXUS Lib」で使用するテンプレートの作成にもAEXUSが必要です。 

 

※その他の制限事項についてはマニュアルに記載しております。AEXUSご使用の前に必ず参照してく

ださい。 
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2. インストール方法 
■新規インストール 

AEXUSインストールディスクをPCにセットし、setup.exeを実行してください。 

※.NET Framework 2.0以上(インストールされていない場合はネットワーク経由でインストールが必

要となります。) 

 

■旧バージョンからのアップデート 

AEXUS ver1.0.0～1.1.1がインストールされている場合は、AEXUSのアップデートパッチをダウンロ

ードしてください。 

パッチを実行することで既にインストールされているAEXUSをアップデートします。 

累積パッチになっていますので、過去のパッチを適用する必要はありません。 

 

※AEXUS体験版のアップデートには対応していません。 

 

3.シリアル番号 
AEXUSの新規インストールを実行すると、下記のパスワード入力画面が表示されます。 

製品に同梱された用紙を確認して番号を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4. AEXUSの操作について(マニュアル) 
AEXUSの操作方法についてはWindowsのプログラムメニューに追加されるAEXUSマニュアルを参照し

てください。 

 

 

 

 

 

 

5. AEXUS ver1.2.0で追加、変更された主な内容 
 

5-1.Windows 7(64bit)、Windows Vista(64bit)対応 
Windows 7(64bit)、Windows Vista(64bit)に対応しました。 

AEXUSインストールディスクからインストール後、AEXUS ver1.2.0にアップデートしてください。 
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5-2. 右クリックメニューからのWOLFDB項目設定 
 

テンプレートの新規作成、編集時、テキストラベルコントロールにWOLFDBの関連付けをする場合、 

右クリックメニューのプロパティから設定できますが、右クリックメニュー自体の「WOLFDB項目」から

関連付けが可能です。 

 

 
 

WOLFDB項目を選択する 

 

ラベルテキストコントロールを右クリックする 
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5-3. WOLFDB項目1マス1文字設定 
連続した文字や番号から1文字(1桁)をそれぞれの1マスに記入する設定が可能です。 

 

テンプレートの新規作成もしくは編集画面から、下図に示す「1桁項目のコントロールの自動配置」ボ

タンを選択します。 

次に設定したい箇所(四角で囲まれた部分が連続する場所)をマウスドラッグで囲みます。 

 

 
 

各枠内にラベルテキストコントロールが自動配置され、全てが選択状態(四隅に四角印が付きます)にな

るので、コントロールのどれかを右クリックします。 

メニューから「1マス1文字設定」を選択し、WOLFDB項目を選択します。 

 
 

 

マウスドラッグで範囲指定 

複数選択状態のままコントロールのどれかを選択し、右クリック 

「1桁項目のコントロールの自動配置」を選択 

「1マス1文字設定」を選択 
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手動設定の方法 

自動配置がうまく動作しない場合は、手動で一つずつラベルテキストコントロールを配置してください。 

コントロール配置後、範囲選択機能またはキーボードの Ctrlキーを押しながらマウスクリックで、設

定したい複数のラベルテキストを選択してください。 

 

選択した全項目にWOLFDB項目が設定される 
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作成したテンプレートから帳票作成をおこない、1マス1文字設定をしたコントロールを右クリックし、

「入力候補一覧」を選択します。 

入力候補画面に WOLFDBから取得した該当患者の候補が表示されますので、帳票に記載したい内容を選

択してください。 

入力候補が一つのみの場合は、始めから画面に展開されますので選択操作は必要ありません。 

 
 

 

 

 

 

選択した内容が一文字ずつ設定したラベルテキスト内に展開されます。 

 

コントロールのどれかを選択し、右クリック 

「入力候補一覧」を選択 

1マス 1文字(1桁)にデータが展開される 

入力候補から引用したい内容を選択 
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5-4. WOLFデータ参照 
テンプレート作成時に各コントロールにWOLFDB関連付け設定をすることでWOLFDBのデータを利用す

る事が可能ですが、WOLFデータの参照機能を使用することで、任意の場所に WOLFのデータを引用も可

能です。 

 

帳票作成画面で、下図のWOLFデータボタンをクリックしてください。 

 
 

WOLFデータ画面が表示されます。 

WOLFと同様に各タブからWOLFのデータを参照、引用が可能です。 

 

WOLFデータボタン 



AEXUS ver1.2.0 リリースノート               MDI-AEXUS-RN-120 

Medical Domain Inc. 8/11 

 

帳票上のラベルテキストコントロールを最初にクリックし、次に WOLFデータ画面の参照項目をクリッ

クすることで内容がコピーされます。 

参照項目はテキストを直接クリックもしくは、「複写」ボタンがある場合は複数の内容をコピーするこ

とが可能です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

1.WOLFDBの内容を記載したい

欄をクリック 

2.引用したい内容(例:頸椎

症)をクリック 

3.引用した内容がコピーされる 
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5-5. WOLFデータから紹介状宛先情報の引用 
テンプレートの新規作成、編集をおこない、WOLFDB項目から「宛先医療機関名」、「宛先医師名」、「宛先

医師診療科」、「宛先医師メールアドレス」等を関連付けしたラベルテキストコントロールを配置したテ

ンプレートを作成します。 

 
作成したテンプレートから帳票作成をおこない、WOLFデータ画面から「宛先」タブを表示します。医療

機関名、医師名を選択し「複写」ボタンを押してください。 

テンプレートに設定された各コントロールに宛先情報がコピーされます。 

 
 

宛先情報を選択し、各ラベルテキストコント

ロールに宛先情報を配置 
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テンプレートに宛先情報が関連付けられたラベルテキストコントロールを使用しない場合 

医療機関名、医師名を選択し、複写内容に表示された内容をクリックすることで、帳票の任意のラベル

テキストコントロールにコピーが可能です。 

 

 
 

 

 

 

 

1.WOLFDBの内容を記載したい

欄をクリック 

2.引用したい内容(例:医師名)

をクリック 

3.引用した内容がコピーされる 
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5-6. テンプレートファイルについて 
AEXUS ver1.1.1以前でテンプレートを作成した場合bmpとwdtの2つのファイルが作成されていました

が、1.2.0以降でテンプレートを作成した場合、wdtファイルのみが作成されます。 

従来のbmpとwdtのテンプレートファイルも1.2.0で帳票作成とテンプレート編集が可能です。 

 

AEXUS ver1.1.1以前 

 
 

AEXUS ver1.2.0以降 

 
 

 

6. 不具合対応一覧(ABF - AEXUS Bug Fixed : AEXUSバグ管理番号) 
本バージョンでの不具合修正はありません。 

 


